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平成 17年 11月 18日 

各 位       
上場会社名 日 特 建 設 株 式 会 社               
代 表 者 名      代表取締役社長  皐  守 宏 
コード番号 １９２９ （ 東証第一部 ） 
問 合 せ 先      常 務 取 締 役 緑 川  精 一 

（電話番号）０３－３５４２－９１２６ 

業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17年 5 月 27 日の期末決算発表時に公表しました平成 18 年 3 月

期の中間業績予想及び通期業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

 

１． 業績予想の修正 

(1) 平成 18 年 3月期中間業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1日～平成 17 年 9月 30 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高       経 常 利 益       当期純利益       

前 回 発 表 予 想           （A） 

（平成 17 年 5 月 27 日発表） 
30,000 △ 200 △ 2,400 

今 回 修 正 予 想           （B） 26,400 △ 1,020 △ 4,200 

増 減 額           （B－Ａ） △ 3,600 △820 △ 1,800 

増 減 率           （％） △ 12.0 － － 

前期（平成 16 年 9 月期）実績 33,317 687 △ 386 

(2) 平成 18 年 3月期連結中間業績予想数値の修正（平成 17 年 4月 1日～平成 17 年 9 月 30 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高       経 常 利 益       当期純利益       

前 回 発 表 予 想           （A） 

（平成 17 年 5 月 27 日発表） 
31,000 △ 140 △ 2,350 

今 回 修 正 予 想           （B） 27,000 △1,000 △ 4,100 

増 減 額           （B－Ａ） △ 4,000 △860 △ 1,750 

増 減 率           （％） △ 12.9 － － 

前期（平成 17 年 3 月期）実績 33,967 △ 268 △ 1,499 

(3) 理 由     

受注高については、ほぼ計画通りに推移したものの、発注時期の遅れによる売上高の減少に加

え、競争激化による不採算工事の影響で経常損失は前回予想を上回る見込であります。 
また、経営資源を本業に振り向けるため、開発事業からの撤退損（10億円）等の計上による特

別損失の増加に加え、繰延税金資産の償却（9 億円）に伴う法人税等調整額の増加により、中間
純損失も大幅に増加する見込であります。 
連結業績につきましては、当社の業績予想の修正に伴い、上記のとおり修正いたします。 
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(4) 平成 18 年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1日～平成 18 年 3月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高       経 常 利 益       当期純利益       

前 回 発 表 予 想           （A） 

（平成 17 年 5 月 27 日発表） 
76,000 2,300 100 

今 回 修 正 予 想           （B） 70,000 1,000 △ 6,500 

増 減 額           （B－Ａ） △ 6,000 △1,300 △ 6,600 

増 減 率           （％） △ 7.9 △ 56.5 － 

前期（平成 17 年 3 月期）実績 76,030 2,328  1,593 

(5) 平成 18 年 3月期連結通期業績予想数値の修正（平成 17 年 4月 1日～平成 18 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高       経 常 利 益       当期純利益       

前 回 発 表 予 想           （A） 

（平成 17 年 5 月 27 日発表） 
77,000 2,400 200 

今 回 修 正 予 想           （B） 71,000 1,000 △ 6,400 

増 減 額           （B－Ａ） △ 6,000 △1,300 △ 6,650 

増 減 率           （％） △ 7.8 △ 54.2 － 

前期（平成 17 年 3 月期）実績 77,334 1,421 508 

(6)  理 由     

受注高は、若干計画を下回ることも予想されますが、ほぼ計画通りに推移するものと思われま

す。売上高は発注時期の遅れを取戻すことができず、前回予想を下回る見込みであり、経常利益

についても、売上高の減少に加え、競争激化による不採算工事の影響で前回予想を大幅に下回る

見込であります。 
また、現在財務リストラクチャリングの一環として、賃貸用不動産、販売用不動産等の早期売

却を進めており、中間期での特別損失（22億円）の計上に加え、売却等で発生する可能性がある
追加損失（43億円）を予想したことから、当期純損益については、大幅な当期純損失になる見込
であります。 
連結業績につきましては、当社の業績予想の修正に伴い、上記のとおり修正いたします。 
なお、当期の配当金については、すでにお知らせのとおり、まことに遺憾ながら無配とさせて

いただきます。 
 
2.中期経営計画について 
   経営基盤確立のためには収益力の強化と、財務体質の改善が不可欠であると判断し、この度「中

期経営計画」を策定いたしました。 
   詳細につきましては、本日公表した『「中期経営計画」の策定及び、増資、減資に関するお知ら

せ』をご参照願います。 
 
  （注）本業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績はさまざまな要因で予想数値と異なる場合があります。 
 

以  上 


